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１．概要（Summary ）目的・用途・実施内容 

本研究では、Ni(II)抽出剤開発に資するデータの取得のために、ピコリン酸の Ni(II)及び Co(II)に関する錯形成挙動を

X 線吸収微細構造（XAFS）により検討した。 

２．実験（目的,方法）（Experimental） 

0.1 M の Ni(NO3)2·6H2O または Co(NO3)2·6H2O を溶解したメタノール溶液にピコリン酸を金属イオン濃度に対し二等

量を加え、得られた固体と上澄み液の XAFS測定を行った。固体サンプルは金属濃度が最大で 5mass%になるように窒化

ホウ素で金属錯体を希釈し、ペレット化することで測定試料とした。溶液サンプルについては光路長 0.5 cmのプラ製セルに

入れ、測定に用いた。比較用のサンプルとして、0.1 M の Ni(NO3)2·6H2O または Co(NO3)2·6H2O を溶解したメタノール

溶液を測定した。測定は BL-22XUにて、Ni K edge（8.333 keV）及び Co K edge （7.709 keV）XAFSを透過法により測

定した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

0.1 M の Ni(NO3)2·6H2O を溶解したメタノール溶液と Ni(II)とピコリン酸含む固体及びメタノール溶液の Ni K edge 

XANES スペクトルを測定した。メタノール溶液の XANES スペクトルにおいて、ピコリン酸の添加前後で、XANES スペクト

ルの変化はわずかであった。この結果は、溶液中の Ni(II)錯体はピコリン酸共存下においてメタノールに溶媒和されている

ことを示唆している。一方、固体のサンプルについては XANES スペクトルの形状に変化があった。このことから固体サンプ

ルについては、Ni(II)に対し、ピコリン酸が配位していることが示唆される。Co(II)についても同様の傾向がみられた。 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

  


